
２（３）包括的な支援の実施に向けた体制構築モデル事業

【参考：福岡市資料】

★ 包括的な支援体制の構築に向けた多機関協働モデル事業
地域共生社会の実現のため、支援員のモデル配置や多機関協働に向けた取組みを検討

地域分野
～住民参加と自治を基盤とし、様々な主体が地域を構成する一員として相互に連

携し、支え合う福祉コミュニティをめざして～

★包括的な支援体制の構築に向けた多機関協働モデル事業

包括的な支援体制の構築に向けた取組み

・複合化した課題に各相談機関が連携して対応していくため、専門

職種のアドバイザーを活用し、検討会や研修会を開催

・ケース検討の実施等を通じて、多機関協働の体制構築を検討

多機関協働に向けた取組み

※令和３年度の取り組みの内容

・社会福祉協議会に支援員をモデル配置（３名）し、地域の社会

資源との連携による課題解決や、アウトリーチによる支援を促進

支援員の配置


